
           

                

巣状分節性糸球体硬化症（FSGS） は、ステロイド抵抗性ネフローゼ症

候群を発症して腎不全へ進行する難治性の腎疾患である。FSGSの治療は予後

の悪い疾患であるが、本発明により、大凡の発症年齢や進行状況が予測可能

となり、個々に最適な治療法の選択につながる。 

これまでの研究成果から、TRPC6のCa2+ 依存的不活性化分子機構を明

らかにすると共に、このブレーキ機構の破綻がFSGS発症原因であるという新

しい概念を提唱した。FSGSの診断、治療へ向けた重要な成果であるが、幼児

から大人まで広く分布する発症年齢と多様なTRPC6との関係は、不明のまま

であった。  

 

パッチクランプ法によるインビトロでの基礎実験がメインであ

り、他大学等の研究者とのコラボをさらに発展させたい。 

本発明は、膜タンパク質TRPC6変異に起因する巣状分節性糸球

体硬化症の発症時期を推定する方法を提供する。 

 すなわち、FSGS患者に特異的な遺伝子変異（TRPC6変異体）に

ついて、活性化時にTRPC6チャンネルを通過する電気量の増大の程

度をインビトロで評価することにより、ゲノム情報をもとに発症年齢

を推定する方法である。 
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